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間5 次の I～ Шの文章の|   |の部分に入る最も適切な語句又は記号を,それぞれの解答群から1つ だけ

選べ。

I 内部被ばくは,放射性物質が経口,吸入,経皮 (創傷を含む)に より体内に取り込まれることによ

り起こる。経口摂取された放射性物質が消化管から吸収されると,血液中に移行し,それぞれの化学
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羅i蹴長よZ量宦撃會『』冤
C は腎臓にも沈着 しやす く,金属毒性のため腎障害の原因物質として知られている。物理的性

状により臓器親和性が決まるものとしてはコロイ ドがあげられる。コロイ ド状の鉄や金がE:≡
百

係

の細胞に取 り込 まれることが知 られている。

粒子状の放射性物質を吸入 した場合,E[壼 口により沈着する呼吸器系の部位が異なる。EFコ
が大 きい場合,主に鼻粘膜に沈着するが,不溶性の放射性物質の場合は粘膜上皮細胞による繊毛運動

などによつて,その多 くが排除される。不溶性のプル トニウム化合物を吸入 した場合,肺胞壁から体

内に吸収 されに くく肺 に長期 に残留 し,肺がんの原因になる とともに,少 しずつ血中に移行 し,

EⅨ夏コ
や骨に集積 し,がんの原因になると考えられている。

<A～Dの解答群>
_       1 トリチウム  2 コノシレト  3 ヨウ素   4 鉄   5 ス トロンチウム

6 ウラン

<Eの解答群>
1 神経  2 細網内皮  3 循環器  4 生殖器  5 内分泌

<Fの解答群>
1 分子量  2 原子番号  3 粒径  4 物理的半減期

<Gの解答群>
1 心臓  2 精巣  3 肝臓  4 大脳  5 甲状腺



Ⅱ 体内に摂取された放射性物質による内部被ばく線量を評価する主な方法として,空気中濃度計算
法,体外計測法,バイオアッセィ法等がある。

E≡覇コは,体内の放射性物質から放出される放射線を測定することにより,体内に残留してぃる
放射性物質を定性・定量分析する方法で,透過性の高いγ線,X線を放出する核種に対して用いられ
るが,α線のみ,あ るいはEコ コのようなβ線のみを放出する核種には用いることはできない。全
身を測定する装置は,EI夏
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呼ばれ,体内汚染の有無のスクリーニングや核種の定量分析等の目
的に応じた検出器が用いられている。吸入摂取により肺に沈着したち9Puか
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EttЩコ
は,内部被ばくした人の生体試料中の放射性物質の量を定性・定量分析し,体内の放射能

量を評価する方法である。対象試料として通常よく用いられるものとしては鼻スミアや回 がぁ
る。  N の分析により得られた波I定結果から国際放射線防護委員会 (IcRP)に より示されてい
る代謝モデルを用いて摂取量を評価するのが一般的である。測定装置としては,EOコ や IcP質
量分析計が主として用いられる。  o による測定に際しては,試料の着色による測定妨害を防ぐ
ために,試料の前処理として過酸化水素添加による脱色操作を施すことがある。
内部被ばく線量評価にあたうては,測定された放射能から体内摂取量を推定し,こ れに定められた

線量係数を乗じてE PIIlを算出する。

<Hの解答群 >
1 空気中濃度計算法

5 モンテカルロ法

<Iの解答群>
1  60c。    2  9°Sr

<Jの解答群>

2  体外計演!!去 3 バイオアッセイ法 4 ろ過捕集法

1 液体シンチレーションカウンタ

4 キュリーメータ  5 電離箱

<K,Lの解答群>
1 特性 X線  2 オージェ電子

<Mの解答群>

2 GM計数管 3 ホールボディカゥンタ

3 制動 X線  4 γ線  5 α線

1 空気中濃度計算法

5 モンテカルロ法

2 体外計測法

<Nの解答群 >
1 血液  2

<0の解答群>
l α線スペク トロメータ  2 液体クロマ トグラフイー

3 液体シンチレーションカウンタ  4 Ge半 導体検出器

5 ホスウィッチ形 シンテレーション検出器

<Pの解答群>
1 預託実効線量  2 吸収線量  3 集団実効線量  4 照射線量
5 1cm線量当量

Ⅲ 放射性物質を体内摂取した場合,医師の判断に基づきl生物学的影響を低減するための除染治療を
行う。除染治療においては,摂取した放射性物質の種類や摂取経路等を踏まえ,適切な方法を選択す
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キレート剤による体勅雌嫌では,コバルトr嘉frlk、露υ[歪WElξ l月;
トニウムやアメリシウムなどの超ゥラン元素についてはEコロレゞそれぞれ用いられる。これらの処
置は,体外排泄効果をモニタリングしながらその継続の可否を判断する。      .
<Q～ Tの解答群>      .
1 胆汁排泄促進剤  2 制酸剤  3 制吐剤  4 イオン交換剤  5 利尿剤
6 抗利尿剤  7 水分摂取  8 塩分摂取  9 重炭酸ナトリウム  lo 活性炭
H ジメルカプロール  12 DTPA  13 DIIA  14 カリウム

3  1251   4  137cs   5  1921r

尿・糞  3 染色体

3 バイオアッセイ法  4 ろ過捕集法

4 歯のエナメル質  5 毛髪


